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従来かびの一種 Coniothriumdiploielaの糖化型のポリガラクチュロナーゼ (スクラーゼ) は, にんじ





水分解する新しい種類の糖化型ポリガラクチュロナ- ゼを分離した｡ また ETWiniaaroideaeの菌体に基
質分子の非還元性末端から2番目のグ 7) コシド結合を分解する新しい糖化型ポリガラクチュロナ- ゼが含










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ペクチン酸およびペクチン酸分解酵素については多くの研兎があるにもかかわらず, 不明な点が多い｡
従来ペクチン質はポリガラクチュロン酸またはそのメチルエステルであるとされていたが, 最近アラビ
ノ- ス, キシロース, ラムノース, ガラクトー スなどが含まれる複合多糖類であると考えられるようにな
った｡ ペクチン類以外の多糖類が含まれている場合, 各種の方法で精製してもペクチン酸が純粋な試料と
して得られたものかどうかには疑問がある｡
著者は酵素の特異性を利用して この点を解明する目的で本研究を行なった｡ 酵素源としては, にんじ







されない残りのペクチン酸分子中にアラビノース, キシロース, ラムノース, ガラクトー スが含まれてお
り, さらにペクチン酸に酵母のエンドポリガラクチュロナ- ゼを作用させた場合に分解されないで残る酸
可溶性酸性多糖類の中にもこれらの糖の存在を証明し, ペクチン酸が複合多糖類であることを 明確にし
た ｡
以上のように本研究はペクチン酸分解酵素およびペクチン酸の構造に対して, 多くの新しい知見を加え
たもので, ペクチン質の化学,､酵素化学ならびに微生物化学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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